
Panasonic 

取扱説明書 

デジタルコードレスサラウンドへッドホン 

品番 RP-WH 7000 


このたびは、デジタルコードレスサラウンドへッドホンをお買い上げいたださ、 
まことにありびとラござし)ました。 

■この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 特に「ま全上のごを 
意」 （4 〜已ページ）はご使巧前に必ずお読みいたださ、ををにお使いください。 お 

読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なとさにお読みくださし、。 
■保証書は、「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店からお受 
け取り <ださい。 


於 


■付属品の確認 

まず最初に付属品を確かめて<ださい。 

□ AC アダプター .] 個女 

( RFX 5313) 

□ AC アダプター用電源コード . 1本 ★ 

( KSCA 2 DA 0 日0日吕） 

□単3お充電式ニッケル水素電池 . 1本 ☆ 



□光デジタル接続ケーブル（光角型 A 光角型）…… ] 本女 
( RP - CA 20 S 日 A ) (約2 m ) 

買い替え品は形状が異なります。 

付属品の買い替えは、お買い上げの販売店へご相談ください。 



() 内は買い替え時の品番です。品番は2005年9月現在のちのです。 


付属品は販売店でお買い巧めいただけます。 

★印は松下グループのショッピングサイト「パナセンス」 
でわお買いまめいただけます。 

(☆印は「パナセンス」では取り扱っていません。） 


Pawa Sense http://www.sense.panas 曰 nic.co.jp/ 


巧電式ニッケル水素電池の買い曾えは 

おず専用の別売品 

HHR -3 AH /2 巨 （2 本組）〔ケース付) 
の1本をご使用ください。 
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主な特長 _ 

本機は赤外線伝送方式（デジタル）を使用したデジタルコードレスサラウンド 
へッドホンです。 

マルチチヤンネルのサラウンド音場を、へッドホンで快適にお楽しみいただけます。 

• ドルビーデジタル*、ドルビープ□□ジック DTS ' x '対応 
(「ドルビーデジタルサラウンド EX 」、「 DTS - E 引表記のソフトも再生可能） 

• BS デジタル放送や地上デジタル放送などのデジタル放送で使用される 
MPEG -2 AAC にも対応 

•独自に開発した「パーソナルサラウンド」とホ已〇 mm 大口径ドライバーユニ 
ットにより、臨場感あふれ、迫力あるサラウンド音場をヘッドホンで実現 
• 外来ノイズなどの影響を受けにくい赤外線を利用した、デジタル伝送方式のコ 
-ドレスへツドホン 

• 最大で10 m の赤外線到達距離。上方向の角度を広げる発光部アップ機構 
• へッドホンをトランスミッターにのせるだけの簡単充電方式。2時間の急速充電 
• 置く場所を還ばない2通りのへッドホン収納スタイル（どちらち充電巧） 

•光デジタル入力端子を2系統、光デジタル出力端子（スルー）を1系統装備 
• コード付きへッドホンでもサラウンド音声び楽しめるへッドホン端テをトラン 
スミッターに装備（へッドホン端モ専用の音量ボ U ューム付き） 

• 音声入力のない状態び約已分続くと自動的にトランス S ッターの赤外線出力び 
停止し、消費電力をセーブ 

• へッドバンドの調節不要なフ U - アジヤスト機構を探用 

• へッドホンを頭にかけるだけで自動的に電源び入り、はずすと自動的に電源び 
切れる、オートパワーオン/オフ機能 W 

• へッドホンの左ちの音量を連動して調節でさる VOL つまみ 
•ヘッドホンの電源は、付属の充電式ニッケル水素電池、または別売の単3形乾 
電池のどち日でち使用可能 

• 受信範囲外での耳障りなノイズをカットするミューティング機能 
• やわらかく通気性にとんだべルべット調イヤーパッドの採用により快適な装着 
感を実現 

※本機のトランスミッターは、 DTS デコーダーおよびドルビーデジタルデコーダー、ドル 
ビープ□□ジック n デコーダー、 MPEG -2 AAC デコーダーを搭載していまず。 

米国デジタルシアターシステムズ社からの実施権に基づさ製造されています。合衆国特許 
No . 已,4已1,942、已,9已己.已74、已，白74,380、已,978,7己2、己,487,已3已。合巧国ちミ 
よびミ毎外特許申請中。 rOTSJ および 「DTS Virtual 」 はデジタルシアターシステムズ社 
の登録商標です。 

著作権199已年、2003年デジタルシアターシステムズ社。不許複製。 

ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づき製造されています。 

ド J レビー、 DOLBY 、 PRO LOGIC 、 MPEG -2 AACfc 、 c )； びダブ J レ□言己号 □□、 AAC 言己号 
はドルビーラボラト1」ーズの商標です。 
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サラウンド効果を選んで聞く 
ヘッドホンを増設する…•… 
使用上のお願い . 


ご参老 


お手入れ . 

故障かな!？ . 

主な仕様 . 

推奨アクセサリー . 

保 HE とアフターサービス 
さ < いん . 


.裏表紙 





























安全上のご注意 (必ずお守りください） 


お使いになる人や他の人への危書、財産への損害を未然に防止するため、必ずお 
守りいただくことを、次のよラに説明しています。 

表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じるを喜や損喜の程度を、次の 
表示で区分し、説明しています。 


A 危険 

この表示の欄は、 r 死亡または重傷などを負ラ危険び切迫 
して生じることび想定される」内容です。 

A 警告 

この表示の欄は、 r 死亡または重傷などを負ラ可能性び想 
定される」内容です。 

A * と - r*r 

この表示の欄は、 r 傷書を負ラ可能性または物的損書のみ 
び発生する可能性び想定される」内容です。 

A 江忌、 


お守りいただく内容の種類を、次の給表示で区分し、説明しています。 

(下記は絵表示の一例です。） 


0 

このような絵表示は、してはいけない階止」内容です。 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 


A 危険 


充電式電池は本機（本体と付属の 
AC アダプター)を使って充電する 

本機け外で充電すると、電池 
の液をれや、発熱、破裂の原 
因になりまず。 

• 充電式電ミ也を必ず指定のち 
のをご使用ください。 


充電式電池は、はんだ付け、分解、 
改造したり、义の中へ投入、加熱は 
しない 

® 電池の液をれや、発熱、 
破裂の原因になります。 







柔り物を運転中は、へッドホンを使 
用しない 

® 周囲の音び聞こえに<<、 
事故の原因になることびあ 
ります。 


0 たこ足配線等で、定格を超 
えると、発熱による火災の 
原因になります。 


コンセントや配線器具の定格を超え 
る使い方や、交流100 VL ソがでの 
使用はしない 


傷んだまま使用すると、火 
災-感電■シヨートの原因 
になります。 

• コードやプラグの修理は、 
販売店にご相談ください。 


電源コード-プラグを破損するよラ 
なことはしない 


電源プラグは根元まで確実に差し込む 

〇 差し込みび不完全でずと、 
感電や発熱による火災の原 
因になります。 

•傷んだプラグ、ゆるんだ 
コンセントは使用しない 
でください。 



分解禁止 


機器び故障したり、金属物 
び入ると、やけどや火災の 
原因になります。 

•内部の点検や修理は、販 
売店へご依頼 < ださい。 


分解、改造をしない 


めれた手で、電源プラグの巧き差し 
はしない 

ィな、感電の原因になります。 


雜 

めれ手禁止 


充電式電池の©と©をシヨートさせ 
ない 


0 


電池の液をれや、発熱、破 
裂の原因になります。 
•ネックレスなどの金属物 
といっしょに携帯、保管 
する場合は、必ずケース 
などに入れて < ださい。 
•電池には安全のためにが 
装チューブをかぶせてい 
ます。これをはびすとシ 
ヨートの原因になります 
ので、絶対にはびさない 
で < ださい。はびれたち 
のは使わないで < ださい。 


電源プラグのほこり等は定期的にとる 

〇 プラグにほこり等びたまる 
と、湿気等で絶縁不良とな 
り火災の原因になります。 
•電源プラグを抜を、乾い 
た巧でふいてください。 
•長期間使用しないときは、 
電源プラグを抜いてくだ 
さい。 


使い切った電池は、すぐに機器か日 
取り出す 

〇 そのまま機器の中に放置す 
ると、電池の液もれや、発 
熱、破裂の原因になりまず。 


準 

備 


八理八載 


こを"こ-^:^ 

W り■^媒 

胆觀■巧 

'付'んが 
り近りたが 
たにたつす 

け器げ張 
つ機曲った 
傷熱に引せ 


0 


まを上のごを意 
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安全上のごま意 


G 必ずお守りください） 


A 警告 


乾電池は誤つた使いかたをしない 


0 


•乾電池は巧電しない 
•加熱•分解したり、水などの液 
体や义の中へ入れたりしない 
•货と©を針金などで接続し 
ない 

• 金属製のネックレスやへアピ 
ンなどといつしよに持ち運ん 
だり、な管しない 
• ©と曰ををに入れない 
• が装チューブのはがれた電池 
は使わない 


電池の液がもれたときは、素手で液 
をさわ日ず、む下の処置をする 



•液び目に入ったときは、失 
明の恐れびあります。目を 
こすらずに、すぐにをれい 
な水で洗ったあと、医師に 
ごネ目ださい。 

•液び身体やを服に付いたと 
さは、皮膚の炎症やけびの 
原因になるので、されいな 
水で十分に洗い流したあ 
と、医師にご相談ください。 


取り扱いを誤ると、液をれ•発熱■発 
义•破裂などを起こし、义災ゃ周囲ち損 
の原因になりまず。 

• 電池には安全のために外装チューブを 
かぶせています。これをはびすとショ 
-卜の原因になりますので、絶対には 
びさないで < ださい。 


V 


雷び鳴った日、本機や電源プラグに 
触れない 


接触禁止 


感電の原因になります。 


ノ 


A 注意 


異常に温度び高 < なるところに置か 

へッドホン使用時は、音量を上げす 

ない 

ざない 

特に真夏の車中、車のトラン 

乂 — ^ ちを刺激するよラな大をな 

(x 1 クの中は、想像しツ上に高温 

(x I 音量で長時間続けて聴くと、 

\ y (約巳 o ° cL ソ上）になります。 

V y 聴力に悪い影響を与えるこ 

ホ機やアダプタ-、電源〕- 
ドなどを絶対に放置しないで 

とびあります。 

ください。機器表面や内部部 
品び劣化ずるほか、义巧の原 
因になることびあります。 

長期間使わないときは、本機か日電 
池を取り出す 

電池のあちれ•発熱' 発 
mm 义■破裂などを起こし、火 
WV 災や周囲ち損の原因になる 
ことびあります。 

へッドホンなど肌に直接触れる部分 
に異常を感じた日使用を中止する 

そのまま使用すると炎症や 

Mm かぶれなどの原因になるこ 


とびありまず。 

\ 

J 



各のなまえとはた 5 さ 


トランスミッター刖面 


DECODE MODE ランプ 

(傾1日〜] 7ぺージ） 

(DOLBY DIGITAL、DOLBY PRO 

LOG に n 、 DTS 、 MPEG -2 AAC ) 

入力された音声信号の記録方式をトラン 
スミッターび自動判別して点なします。 

SURROUND ランプ 

(厮]日、19ページ） 

( MUSIC 、 CINEMA 、 VOICE ) 
SURROUND (切換）ボタン 

(辟]9ぺ_ジ） 

サラウンドモード （ MUSIC 、 c 1 nEM マ A 、 
VOICE , OFF ) を切り換えます。 

DIGITAL ANALOG (切換）つまみ 

陆]で7タル .ジタ，レ 

入力 （DIGITAL 1 、 DIGITAL 2、 

ANALOG ) を切り換えまず。 

PHONES LEVEL (へッドホンレベル） 
つまみ 

(傾]8ぺ_ジ） 

0 (へッドホン）端子 

(傾]8ぺ_ジ） 

ステレオ S 二 ( M 3) 

ホが線発光部 

ホが線発光部び見通せる位置に設置して< 
ださい。 

ホ外線発光時は、発光ランプびホく点なします。 

POWER/CHARGE (電源/巧電）ランプ 

(傾] ] ぺージ） 

•へッドホン充電時は赤色に点な 
• 充電時しツがは緑色に点巧 
• 約5分間音声信号び入力されない場合 
は消灯 



充電端モ 

(脚]1ぺージ) 


安を上のごま意 


各部のなまえとはた6を 
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各 35 のなまえとはた 5 さ 


トランスミッター後面 



/ 





( © 

© 

0 

© 


B ◎ ◎ 

u 

u 

u 

© 

I -MB OdB R L 

\ ATT L. LINE IN -1 

を DIGITAL 1 焊 

1 

DIGITAL OUT DC IN 二 6V / 





ノ 


ATT (切換）つまみ 

(1^ 巧ページ） 

アナ□グ入力で音声びルさい場合は 
rod 巨」に切り換えまず。 

通常は 「一8 dB 」 にして使いまず。 


LINE IN (ライン入力）端子 

(陣14ページ） 

ビデオデッキやテレビなど、別売の AV 
機器の音声出力端子に接続します。 


DIGITAL IN K 2 (光デジタル入力）端子 

(風]3ぺージ） 

テレビや DVD プレーヤーなど、別売のデ 
ジタル機器の光デジタル出力端テに接続し 
よ9 〇 


DC IN 6 V 端子 

(陣…ページ） 

付属の AC アダプターを接続します。 

(必ず付属の AC アダプターをお使いくだ 
さい。プラグの極性など異なる製品を使 
ラと、故障の原因となります。） 


DIGITAL OUT (光デジタル出力)端子 

(陣]3ぺージ） 

DIGITAL ANALOG つまみで選択した入 
力と同じデジタル信号び出力されます。 
• ANALOG を選択しているときは、 
DIGITAL IN 2の入力と同じデジタル信 
号び出力されます。 


DIGITAL 

ANALOG 

ごまみ 

DIGITAL OUT 

DIGITAL 1 

□に tALIN 1 の入力と同じ信号 

DIGITAL 2 

□に tAL IN 2 の入力と同じ信号 

ANALOG 











































る部のなまえとはた 5 を 


惡寸810に 


へッドホンの電源準備 


巧電式電池（付属）を使う 


お買い上げ時の充電式電她ま、まず充電してからお使いください。 


〇 ©<0 _ ID© 

X ®( () Q 


専用単3お充電式ニッケル水素電池 

おず付属品または別売品 ( HHR -3 AH /2 B ) 
(2 本組）の1本をご使用 < ださい。 

一般の単3お巧電式電池 

充電することびでをません。 


付属の充電式ニッケル水素電池を入れる 


2 


左のハンガー部にある [ BATT ] (電池) 
ふたを巧しながら下げて開け、ふたを 
取りはずず 


付属の巧電式ニッケル水素電池を入れる 

• ©と©を正しく入れる 

• ©側のバネを押しなびら入れる 

取り出すとさは在)側か5取り出してください。 




3 電池ふたを取り付ける 

旧 ATT ] (電池）&たを取り付け、押しな 
びら上げて閉じまず。 

□ ックするまで押し上げてください。 



巧電ずる 


AC アダプター （付属）を 
S ッターに 接続ずる 


お願い 


電源コードは、本機専用ですので、 
他の機器には使用しないでくださ 
い。また、他の機器の電源コードを 
本機に使用しないでください。 



家庭用コンセントへ 


AC アダプター 
(付属） 


AC 100 V 


DC IN 6 V 端子バ^^ 



電源コード 
(付属） 










へッドホンとトランスミッターの巧電 
端子が接舰ずるようにへッドホンを卜 
ランスミッターの上にのせる 

へッドホンは垂直でち水平に置いてち充 
電でさます。 

• トランスミッターの POWER/CHARGE 
ランプが赤色に点なします。 

•充電が完了すると、 POWER/CHARGE 
ランプが緑色に変わります。 

• へッドホンをトランスミッターの上に 
のせるとさは、左ち八ウジング部び平 
行になるように両手で持ち、トランス 
ミッターへまっすぐにのせてください。 


へッドホン垂直置き 



左八ウジング/ 
POWER/CHARGE ランプ 

(充電時：ホ^充電完了：緑） 


へッドホン水平置を 



充電完了後、ヘッドホンをトランスミッターに 
のせ直すと再充電されます。使用しないで再充 
電をく0返すことはしないでください。 

電池び過充電となり、発熱や液ちれの原因とな 
0ます。 


席知5せ） 

• トランスミッターにヘッドホンがのっていると、赤外線び自動的に停止します。 

• へッドホンは充電が完了していなくてち使用でさます。 

• 充電中は、充電式電池び熱くなりますが異常ではありません。 

•長期間使用しないとさは、節電のために AC アダプターを、コンセントから抜いておくことをおすすめ 
します。接続したままの状態では、機器側の電源が切れていても約日.1己 W の電力を消費しています。 

• 充電は0む〜4日での環境で巧って < ださし、。 

■ 充電時間の目安と使用可能時間 


]kHz、] mW+1 mW 出力時 
《2充電び空の状態か5フル充電するのにかかる時間 

《3周囲の温度や使用状態によ0、上記の使用可能時間と異なる場合びあります。 


充電時間 

使用可能時間*' 

約2時間 X - 2 

約]日時間-の 


準 
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ヘッドホンの電源準備 
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へッドホンの電源準備 


■ POWER / CHARGE ランプびホく点!灯しない場合は 

へッドホンの左ちをお認し、トランス5ッターとへッドホンの充電端子び正しく接軸する 
よラ、へッドホンをトランス S ッターの上にのせ直してみてください。 


■へッドホンをお使いになつた後、再充電するには 

へッドホンをトランスミッターに再度のせてください。 POWER / CHARGE ランプびホく 
点なした後、充電び始まります。 


■ 電池の残量を確認する 

フ U - アジャストバンドを引を、ちの八ン 
ガー部の POWER ランプび日音い、点滅する、 
または使用中に音びひずむ、とざれとざれ 
になる、「ボッボッ」というノイズ音び聞こ 
えたり雑音びをくなつたとをは、充電する 
か、新しい乾電池でお使いください。 



フリーアジャスト 
バンド 


- POWER ランプ 


充電式電池の寿命について 

付属の充電式ニッケル水素電ミ也は約300回充電でさます。充電してち使用可能時間び極端に短くな 
っに場合は' 電ミ也の寿命と思わ n まず。 おず窜庙の巧雷式雷沛（別売） HHR-3AH/gB に本組) 
の1本と取0巧3てください。 


乾電池（別売）を使ラ 


本機は別売の単3形乾電池でもお使いになれます。「付属の充電式ニッケル水素電池を入れ 
る」 （0^] 日ページ）と同じち法で乾電池をヘッドホンに入れます。 

トランスミッターにのせても充電されません。 


■ 乾電池の持続時間 


乾電池の種類 

持続時間 X ' 1 

パナソニックアルカリ乾電池 

約]已時間が 

パナソニックマンガン乾電池 

約已時間 X - 2 


]kHz、] mW+1 mW 出力時 

《2周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異なる場合びあ0ます。 





□ に ITAL IN 1 
または 

DIGITAL IN 2 
端子へ 


光デジタル接続ケーブル（付属） 

プラグ先端のキヤツプを取りはず 
し、プラグと端テの向さを合わせ 
てしっかり差し込みます 。_^ 

光デジタル接続ケープル（別売） 

RP-CA2120A (約2 m) 



DVD レコーダーなど 
光デジタル出力端子 
のある機器 

ポータブル DVD 
プレーヤーなど 
光ミニデジタル出力 
端テのある機器 


光デジタル接続ケーブル（光ミニプラグ）（別売） 

ポータブル DVD プレーヤーやポータブル CD プレーヤーなどの光 S ニデジタル出力端子から D に ITAL 
IN 1または2の端テへつなぐときは、接続ケーブル RP-CA 2]20 A (約2 m) (光角型プラグな光ミニ 
プラグ）などをお使いください。 



■ システムに接続ずる 

D に ITAL IN ] および2の端子に光デジタル出力機器を接続し、 D に ITAL 日 UT 端子に 
AV アンプ（別売）などを接続しておくと、光デジタル接続ケーブルをつなぎ替えする 
ことな<入力の切り換えがでさます。 

• DIGfTAL ANALOG つまみで本機の入力切り換えと D に rrAL 日 UT 端子に接続した機 
器 （ AV アンプなど）への出力切り換えを同時にできまず。 ANAL 日 G を選択すると 
D に ITAL IN 2の入力が AV アンプなどへ出力されまず。ページ） 

• トランス5ッターに AC アダプターが接続されていないと、入力の切り換えがでさません。 


席知5せ） 

《1パソコンの光デジタル出力端子への接続は動作保証いたしません。 

《2 PCM 出力しかヴポートしていない機器の場合、サラウンド効果はずべて□日 LBY PRO L 日 G に！! 
姐理になります。 




光デジタル出力端子 
のあるテレビ 


トランスニッター 


付属の光デジタル接続ケーブルを使って、テレビや DVD プレーヤーなど*1の光デジタル出 
力端テ* 2 と、トランス5ッターの DIGITAL IN ] または2の端テをつないでください。 



デジタル機器をつなぐ 


接続する前にデジタル機器またはアナ□グ機器の電源を切ってください。 

デジタル機器またはアナ□グ機器をトランスミッターに接続したを、 AC アダプター 
咐顧をトランスミッターに接続してください。 （1:^10 ぺージ「充電する」手順 1) 
接続する機器の取扱説明書もよくお読みください。 


接続する 
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接続ずる 










接続する 



■ 光デジタル接続ケーブルについてのお願い 

• 光デジタル接続ケーブルには落下物などによる衝撃をづ I, A 

与ぇなぃでくださぃ。 さて結蝶5打ブル見 

• 光デジタル接続ケ-ブルの抜き差しは、プラグを持っ なか曲けも ± は巧 mm でず。 
て、了寧に行ってください。 

• 光デジタル接続ケーブルの先端び巧れると性能び低下 
しますので、巧さないよ5にしてください。 

•な管の際は、プラグ先端にキャップを付けて、光デジ 
タル接続ケーブルを巧り曲げすざないよ5にしてくだ 
さい。 

■音声を聞くには 

DTS などの音声切り換えは、つないだ機器側で行ってください。 

• DTS 音声で収録された DVD を再生するには、 DTS に対応した DVD プレーヤーび必 
要です。（詳しくはお使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。） 

• DVD プレーヤーの DTS デジタル出力設定び rOFF 」 や「切」になっている場合は、 
DVD メニューで DTS 出力を選択しても音び出ないことびありまず。 

• DVD プレーヤーと本機をアナログで接続している場合、音び出ないことびありまず。 
この場合は、デジタルで接続してください。 

• DTS フォーマットの CD で、早送り時や卷を戻し時などにノイズび発生することびあ 
りますび、故障ではありません。 


アナ□グ機器をつなぐ 


別売のオーディオ接続コードを使って、ビデオデッキやテレビなどの音声出力端子と、卜 
ランスミッターの LINE IN ( L / R ) 端子を接続してください。 

トランス5 ッター 

,....111 說出力端子へ 

ビデオデッキ 

是声富） 



韻心 

LINE IN 端 テへ T 

音声左 
(し白） 
音声ち 
( R 、 ホ） 


オーディオ接続 
ピンコード(別売） 

RP - CAP 3 G 20( 約2 m ) 


オーディオ接続 

齡就飄靑御 1. 已 m ) 



ポータブル AV 機器 


へッドホン端モなどへ 

ピンコード（ミニピンプラグ）（別売） 

テレビやポータブル AV 機器のへッドホン端テなどのステレオミニジャックか SLINE IN 端子へつなぐときは、 
接続ピンコード RP - CAPM 3 G 1 已（約1.已 m ) (ステレオミニプラグ〇ピンプラグ x 2) などをお使いください。 
テレビやポータブル AV 機器のへッドホン端モなどの出力びあく設定されていると、ノイブび発生するこ 
とびありまずので、音量をひずまない範囲で大さくしてお使いください。 
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本機は赤外線を利用しています。ヘッドホンは、必ずトランスミッターび直接見通せる下 
図の範囲でお使いください。トランスミッター（発光部）からヘッドホン（受光部）にホ 
外線が届く範囲はおおよそ下図の通りです。 

• 壁やガラスなどは赤外線を通しません。 

•下図の範囲内であってもトランス S ッターか5離れるにしたびって、雑音び増えます。また、赤外線 
びさえぎ5れた場合は音びとぎれた0、雑音び入ることびあります。これ5の現象は赤外線の特性に 
よるちので、故障ではありません。 

• トランスミッターの位置やお使いになる場所の状況により聞こえかたび異な0ます。なるべく聞こえ 
やすい位置でお使いになることをおすすめします。 

•他のトランスミッターと併用すると混信することびあります。 赤が線 

約3 


トランス5ツター 


約3 nv 


約10 m J 


赤が線発光部の角度を変える 

トランスミッターが床置きなど低い位 
置に設置したとさは、赤外線発光部の 
角度を変えることにより上向さに発光 
させることがでさます。 



トランス5 ッター 



U 十 : 〜■ 

• ホか線受光部を手や髮でおおわないでください。 （[1:^9 ページ） 

• 直射曰光などの強い光線の下で使わないで<ださい。音げとぎれる場含びあ0ます。 

•プラズマディスプレイか5の光の影響を受け、お使いになれない場合げあります。近づさすざて雑音 
び入る場をは、1 m 政上離れてください。 


ATT つまみについて 

アナ□グ入力で音声がルさいとをは、トランス S ッター後面にある ATT (アッテネーター) 
つまみを「日 dB 」 に切り換えてお使いください。 


—8dB OdB 
ATT 


位置 

視聴 ソース 

0服 

テレビやポータブ J レ機器など、出カレべレのほいちの 

-8 d 目 

その他の機器（出荷時の設定） 


i - ATT つまみは、必ず音量を下げてから切り換えてください。 

• アナ□グ入力された音声びひずむ（同時にノイズが発生する場合も 
あります）ときは、 ATT つまみを「一8服」に切り操えてください。 


設置する 


設置する 
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接続する 




使う 


操作に入る前に、必ず「接続ずる」 ( tt ^ l 3〜14ページ）をご覧のラえ、正しい接続を行つ 
て < ださい。 


1トランスミッターをつないだ機器の電 
源を入れる 

2 [ D に ITAL ANALOG ] を切り換えて、 
聞<音声を選ぶ 

D に ITAL 1:□に rrAL IN 1端テにつないだ機器 
の音声 

DIGITAL 2 :□に tAL IN 2端テにつないだ機器 
の音声 

ANALOG : LINE IN 端テにつないだ機器の音青 


お願い 


•二重音亩 （ MAIN / SUB ) の音源を視聴すると 
さは 、 LINE IN 端子に接続して、プレーヤーや 
テレビのちで聞さたい音声を選んでください。 

3 トランスミッターか日ヘッドホンを 

はずず 


4 [ VOL ] で音量を下げ、へッドホンを 
かける 

ち八ウジング部 （ R ) をち耳に、左八ウジン 
グ部 （ L ) を左耳に合わせ、オートパワーオ 
ン/オフ機能18ページ）び正確に働 
くように、頭の上から垂直にかけてください。 
• ち八ンガー部の POWER ランプび赤く点 
灯し、自動的に電源び入ります。 

5 手順吕で選んだ音声の機器を再生する 

• トランスミッターの POWER/CHARGE 
ランプび緑色に点灯し、ホが線発光部び 
点灯しまず。 

• つないだ AV 機器から入力される音声信号 
に応じて 、 DECODE MODE (デコード 
モード）ランプが約已砂後に点灯しまず。 

6 [ VOL ] で音量を調節ずる 

サラウンド効果を選んで聞くには、 

0^19ページをご覧ください。 




VOL つまみ 

音量を 
下げる 

ち A ウジング 




VOL つまみ 

音量を上げる 
音量を下げる 
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• 映画の場合、静かなシーンで音量を上げすざると、急激な爆発シーンなどで耳を痛めることびあります。 
音量を上げすざないで < ださし、。 

•音量を調節するとをに、赤外線受光部を手でおおうとミューティング機能び働を、調節できない場合 
びあります。 

•ヘッドホンは、赤外線び届く範囲 （[ C ^] 已ページ「設置する」）でお使いください。 

(お知5せ） 

• へッドホンをはずす前に、トランスミッターか 5 AC アダプターをはずすと、雑音び入ることびあります。 

• トランス S ッターにある赤外線発光部の明るさにムラびある場含びあ0ますび、赤外線の届く範囲な 
どの性能には影響ありません。 

• 音楽 CD のよラに映像を伴わないソースの場合、音の定位がわか0に<い場合びあります。 

•本機は人間の平均的な HRTP (頭部伝達関数）をシミュレートしていますび、 HRTF には個人差び 
あるため効果の感じかたは人により異なる場合びあります。 

《 Head Related Transfer Function の略です。 

■ 各モード間の移行時間について 

トランスミッターの各スイッチを操作してから新しいモードに移行するとさに、移行時 
間び異なる場合びあります。これはモード移行によるシステム制御の違いによるもので 
ず。 

使 

■ DECODE MODE (デコードモード）ランプについて う 

入力された音声信号の記録方式をトランスミッターび自動判別して、下記のモードラ 
ンプび点灯します。ドルビーデジタル/ DTS などの音声切り換えは、つないだ機器側 
( DVD プレーヤーなど）で行ってください。 

• DOLBY DIGITAL :ドルビーデジタルフォーマットで記録された信号 

• DOLBY PRO LOGIC I :アナ□グ入力信号、デジタル入力信号の PCM 2 チャンネ 
ル信号またはドルビーデジタル2チャンネル信号びドルビープ□□ジック n 処理され 
た場合（サラウンドモード19ページ）の 「 OFF 」 を選んでいる場合はドルビ 
ープ□ロジック n 処理されません） 

• DTS : DTS フォー マットで記録された信号 

• MPEG -2 AAC : MPEG -2 規格の一部として規格化された音声圧縮符号化方式で、 
デジタルテレビ音声ち式として採用されています 

(お知5せ） 

• DIGITAL IN 1まには2の端テにつないだ機器び、早巧 D や卷さ戻しなど「再生」(外の状態では 
DECODE MODE (デコードモード）ランプび正確に点打しない場合びあ D ます。「再生」状態にす 
ると DECODE MODE (デコードモード）ランプび正確に点打します。 
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使ぅ _ 

■へッドホンか5音声が聞こえないときは（ミユーテイング機能） 

ホが線の届<範囲から離れたり、ホが線びさえざられて受信状態び悪<なると、自動的 
に-ユーテイング機能び働を、ヘッドホンから音声び聞こえなくなりまず。トランス5 
ッターに近づくか、ホ外線びさえぎられないよラにすれば、自動的に5ユーティング状 
態は稱除されます。 


■ へッドホンを頭からはずすと自動的に電源び切れます 

け—トパワーオン/オフ機能） フ U — アジャストバンド 

お使いにならないときは、フ U - アジヤストバンドび 
弓 I さ上げ 5 れた状態にな 5 ないようにしてください。 

オートパワーオン機能び誤って働いてしまい、電ミ也び 
消耗しまず。 


■ 約已分間音声信号び入力されないと 

トランスミッターの POWER / CHARGE ランプび消巧し、赤外線び自動的に停止します。 
再び音声信号び入力されると自動的に赤外線び送信されます。また、アナ□グ入力で非常 
にルさい音び約巳分間続いたとさも、ホが線び停止することびあります。この場合はつな 
いだ機器の音量を上げ、へッドホンの音量を下げてお使いください 。 LINE IN 端テにつな 
いだ機器か5ノイズ信号び出力されていると、ホが線出力び停止しない場合びあります。 


■お手持ちのヘッドホン（コード付き）で聞くときは 

16ぺージ手順2のあとで 

1 [PHONES LEVEL ] で音量を下げ、 

お手持ちのへッドホンをつないで、 

かける 

ち八ウジング部 （ R ) をちちに、左八ウジング 
部 （ L ) を左ちにかけます。 

• プラグタイプ：ステレオ S 二 （ M 3) 

• 巧奨品（別売）： 

RP - HT 770 ( 0 己0 mm ユニットの高音質） 

RP - HT 已3已 （ AV 用已 ml □ング□ー ド） 


2 1己ぺージ手順2で選んだ音声の機器を 
再生ずる 

3 [PHONES LEVEL ] で音量を調節する 
(お知5せ） 

.本機のへッドホンを使用していても、使用していなくても聞くことびでさまず。 
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サラウンド効果を選んで聞< 
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へッドホンを増設ずる _ 

本機では、別売の 睛設屈 デジタルコードレスサラウンドヘッドホン （ RP - WH 7 日00 H ) 
を増設することにより、複数の人が同時にワイヤレスで「パーソナルサラウンド」を楽し 
むことがでさます。 

増設したへッドホンは、本機のトランスミッターで充電を行います。 

• 赤外線び届く範囲巧 （[ c ^] 曰ページ）であれば、何台でわ使用可能です。 


トランスミッター RP - WH 7000 H (別売) 



• トランスミッターにヘッドホンびのっていると、ホ外線び自動的に停止します。増設用のコードレス 
へッ ドホンを使用するときは、 へッ ドホンをトランスミッターか5はずしてください。 
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使用上のお願い 


■ 本機は日本国内でのみ使用できまず 

AC アダプターは日本国内専用です。巧外など、異なる電源、電圧では使用でをません。 

■ 設置について 

• 次のよラな場所には置かないで<ださい。 

一直射日光びあたる場所や暖房器具の近くなど温度び非常に高い所 

一ほこりのをい所 

一ぐらついた台の上や傾いた所 

一振動のをい所 

一風呂場など、湿気のをい所 

■取り扱いについて 

• トランスミッター、ヘッドホンを落としたりぶつけたりなど強いショックを与えない 
でください。故障の原因となりまず。 

• 水などの液体に; "1 らさないでください。故障の原因となります。 

■ へッドホンについて 

騒音のをいところでは音量を上げてしまいびちでずび、へッドホンで聞くときはいつも、 
呼びかけられて返事びでをるくらいの音量を目安にしてください。 

■イヤーパッド（左、ち）を交換するには 

古くなったイヤーバッドをはずし、交換用イヤーバッド（別売） 

を八ウジングの側面び広いちと狭いちに合わせて外周溝にはめ 
込んでください。 

交換用イヤーパッド： RFX 已3已已 （1 個/左、ちバッド共用） 

(サービスルート扱い） 


巧電式電池使用をは、 

貴重な資源を守るためにリサイクルへ！ 

使用済み電池の届け先： 

• お買い上げの販売店、または最寄りの松下電器の 
販売店 • サービスセンター-販売会社へ 
•をしくは、（社）電池工業会へご確認ください。 
(ホームぺージ： http :// www . baj . or . jp ) 


お手入れ 


柔5かい巧でふいてください。 

ひどい巧れは、薄めた台所用洗剤冲性）を含ませた巧でふき、後はからぶきしてください。 
• アルコール や シンナーは 使わないでください。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、そのを意書に従ってください。 


镑 


Ni-MH 


充電式 

ニッケル水素電ミせ使用 



広いちを合わせる 
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故障かな口 


修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。なお、これらの処置をしてち 
直らない場合や、この表(がの症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

販売店へお持ちになるとさは、必ずへッドホンとトランス S ッターを一緒にお持ちくださ 
い。 


症状 原因と対応のしかた 


音び出ない -► トランス5ッターに A 巳アダプターび接続されていることを確認す 

る。10ページ） 

蜂トランスミッターと AV 機器の接続をお認する。 （0^13 〜14ぺージ） 

時トランス S ッターにつないだ AV 機器の電源を入れ、演奏（再生） 
を始める。トランスミッターの POWER / CHARGE ランプび緑色 
に点なし、赤外線発光部び点なしていることを確認する。 

( it ^ 1巨ページ） 

-► トランス5ッターの DIGITAL ANALOG 切換つまみの設定び、接続 
した機器の端子を正しく選んでいるか確認する。 （13=1 日ページ） 

• トランスミッターと AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、 
つないだ機器の音量を上げる。14ページ） 

蜂へッドホンの音量を上げる。16ぺージ） 

蜂ミューティング機能び働いている。 (0^1 8ぺージ） 

• トランスミッターとへッドホンの間に障害物びないかお認ずる。 
• なるべくトランス5ッターの近くでへッドホンを使用する。 

• トランス5ッターの位置やち度を変える。已ページ） 

-► プラズマディスプレイび本機の近くにある場合、プラズマディス 
プレイから] m じ(上離れてお使いください。（》；^]已ぺージ） 

時ヘッドホンの POWER ランプび暗い、点滅する、消なしている。 
(陣12ページ） 

• 充電式電池び消'耗しているので充電をする。または乾電池を新 
しいものと交換ずる。それでを POWER ランプび消なしたまま 
の場合は、販売店にお持ち< ださい。 

時 DTS に対応していない DVD プレーヤーで DTS 音声トラックを再 
生している。（113=14ぺージ） 

• DTS に対応した DVD プレーヤーを使用ずる。または Dolby 
Digital や PCM 音声トラックを選択する。 

蜂 DVD プレーヤー(ゲーム機を含む）の DTS デジタル出力設定び 
「 OFF 」 や「切」の状態で DTS 音声で収録された DVD を再生して 
いる。（11：^]4ぺ_ジ） 

• お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、 DTS デ 
ジタル出力設定を 「 ON 」 や「入」に切り換えてください。 

蜂 DVD プレーヤー(ゲーム機を含む）と本機をアナ□グで接続して 
いる状態で DTS 音声で収録された DVD を再生している。 

(11^14 ページ） 

• デジタルで接続して<ださい。 （ DVD プレーヤーからアナログ 
音声び出力されない場合びあります。） 
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症状 原因と対応のしかた 

音びルさい 時トランスミッターの ATT つまみを「0 dB 」 に切り換える。 （ B ^ l 巳ぺージ) 

時トランスミッターと AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、 
つないだ機器の音量を上げる。14ぺージ） 

■►へッドホンの音量を上げる。 (1^1 已ページ） 

トランスミッターの ATT つまみを卜8 dB 」 に切り換える。 （ nS = l 日ページ) 

トランスミッターと AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、 
つないだ機器の音量を下げる。 （13= 14ページ） 

DTS ソース視聴時は、トランスミッターの SURROUND 切換ボ 
タンで 「 CINEMA 」、「 MUS に」または rVO に E 」 に切り換える。 
トランスミッターの近くでへッドホンを使用ずる。（トランスミッ 
ターから離れるにつれて雑音びを<なります。この現象はホ外線 
の特性によるをので、故障ではありません。）（1：^]已ぺージ） 

トランスミッターとへッドホンの間に障害物びないか確認する。 
( t ^ l 已ページ） 

ホか線受光部を手や髪でおおっていないか確認する。（〇^9ぺージ） 
直射日光の入る窓際で使っているときは、力ーテンやブラインド 
を閉めて直射日光び当たらないようにする。または、直射日光の 
当たらない場所で使ラ。 (1^1 已ページ） 

トランスミッターの位置やち度を変える。 （1^1 已ページ） 

トランスミッターと AV 機器のへッドホン端子をつないだときは、 
つないだ機器の音量を上げる。14ぺージ） 

時ヘッドホンの POWER ランプび暗い、点滅する、消灯している、 
または使用中に音びひずむ、とざれとざれになる、「ボッボッ」と 
いラノイズ音び聞こえたり雑音びをくなった。 ( C ^ l 2ページ） 

• 充電式電池び消耗しているので充電をずる。または乾電池を新 
しいをのと交換する。それでを POWER ランプび消灯したまま 
の場合は、販売店にお持ちください。 

時すでに本機け外のトランスミッターをお持ちのとをは、同時に2台け 
上のトランスミッターを使っていないか確認する。 ( nS = l 巳ぺージ） 

• 本機し分外のトランス5ッターの電源を切るか、本機しソ外のトラ 
ンス S ッターからのホが線び届かないところへ移動する。 

時本機びプラズマディスプレイの近くにある場合、プラズマディス 
プレイから] m しソ上離れてお使いください。已ページ） 

アナ□グ入力で非常にルさい音び約己分間続いたとさは、自動停止 
機能び働き音声び聞こえなくなることびあります。 ( C ^ l 8ページ) 
この場合は、下記の操作を行ってください。 

① トランスミッターの ATT つまみを「0 dB 」 に切り換える。 （ 5ぺージ) 
それでも音声び聞こえなくなるときは 

② 本機にアナ□グ接続している機器の音量を上げ、へッドホンの 
音量を下げる。 


アナログ入力で -► 

使用中、音声び 
聞こえなくなった 


音びひずむ、 
とざれとざれに 
なる 

(同時にノイズび 
出る場合をある） 

雑音びをい 


ご参考 
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故障かな。： 






故障かな!？ 



症状 

原因と対応のしかた 

サラウンド効果 
が得られない 

時トランスミッターの SURR 日 UND 切換ボタンで 「 CINEMA 」、 
「 MUS に」または rv 日に E 」 に切り換える。 （[1^19 ぺージ） 

-► 再生中の音源がマルチチヤンネル信号になっていない。モノラル 
音源の場合、サラウンド効果は得られません。 （0^] 9ページ） 


DOLBY -► DVD プレーヤー(ゲーム機を含む）の音声デジタル出力の設定び 

DIGITAL ランプ 「 PCM 」 になっている。 

び点なしない • お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、ドルビーデ 

ジタルデコーダーを内蔵した機器を使用するとをの設定 （ r ドル 
ビーデジタル/ PCM」、「Dolby Digital 」 など）に切り換えてく 
ださい。 

-► ドルビーデジタルフォーマットで記録されていない信号を再をし 
ている。 

一再生中のチャプターの音声びドルビーデジタルの信号になってい 
ない。 

DOLBY PRO -► トランス S ッターの SURROUND 切換ボタンの設定び 「 OFF 」 に 
LOGIC n ランプ なっている。 （0^1 7ぺージ） 

び点なしない 時アナログ入力信号、デジタル入力の PCM 信号またはドルビーデジ 

タル2チャンネル信号び入力されていない。 


DOLBY PRO -►アナログ入力信号、デジタル入力の PCM 信号またはドルビーデジ 

LOG に n ランプ タル2チヤンネル信号び入力されている。 

び点灯してしま5 


DTS ランプび点- ► DVD プレーヤー(ゲーム機を含む）の DTS デジタル出力設定び 
巧しない 「 OFF 」 や「切」になっている。 （11^1 4ぺージ） 

• お使いの DV □プレーヤーの取扱説明書をご覧になり、 DTS デ 
ジタル出力設定を 「 ON 」 や「入」に切り換えてください。 

蜂 DTS フォーマットで記録されていない信号を再生している。 

―■再生中のチャプターの音声び DTS になっていない。 

蜂 DVD プレーヤーび DTS に対応していない。 ] 4ぺージ） 

• DTS に対応した DVD プレーヤーをお使いください。 


充電できない -► トランスミッターの POWER/CHARGE (充電）ランプび消灯し 
ている。 (1^=1 1ぺージ） 

• へッドホンびトランス S ッターの正しい位置にのせられている 
か確認する。 

■►乾電池び入っている。 （ iiS =12 ぺージ） 

• 必ず付属の充電式ニッケル水素電池を入れる。 

^ 付属け外の充電式ニッケル水素電池び入っている。 （0^ 10ページ） 

• 必ず付属または専用別売品の巧電式ニッケル水素電池を入れる。 


赤外線出力び停つないだ機器からノイズ信号び入っている。 
止しない • つないだ機器の電源を切る。 
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主な仕様 


■トランスミッター RP - WH 7000 T 

■へッ F ホン RP - WH 7000 H 

デコーダー 機能 

再生周波数帯域 

ドルビーデジタル 

10 Hz 〜24,000 Hz 

ドルビープ □□ ジック n 

電源 付属の充電式ニッケル水素電 

DTS 

池 （1 本）または別売の単3お 

MPEG -2 AAC 

乾電池 （1 本） 

ヴラウンド機能 

質量 約320 g 

OFF 

(付属の充電式ニッケル水素 

CINEMA 

電池含む） 

MUSIC 


VOICE 

■ トランスミッターとへッドホンの充電状態 

変換ち式 デジタルホ外線伝送 

最大が形寸法（幅/高さ/奥巧） 

副搬送波周波数 

210 mmx 260 mm x 164 mm 

3. 7 己 MHz 

(へッドホン垂直置を） 

到達距離 正面約 10 m 

210 mmxl 41 mmx 280 mm 

伝送帯域 1日 Hz 〜24,日日0 Hz 

(へッドホン水平置を） 

ひずみ率 日.1下 （1 kHz ) 


音声入力 光デジタル入力（角型） 

■AC アダプター RFX 5313 

乂 2 系統 

電源 AC 100 V , 已 0/ 白 0 Hz 

アナ□グ入力（ピンジャック、 

定格出力 DC 己 V 、1 A 

左/ち） X ] 系統 

入力容量 13 VA 

音声出力 光デジタル出力（スルー） 


(角型） X ] 系統 

入力待機時の AC アダプター消費電力 

へッドホン出力 

(トランス5ッター接続状態） 

ステレオ （ M 3 ジャック ） X 1 系統 

約0.1 已 W 

電源 DC 6 V (付属の AC アダプタ 

ま）この仕様は、性能向上のため変更すること 

一を 使用） 

びあります。 

最大がお寸法（幅/高さ/奥行） 


203 mmx 141 mmx 164 mm 


質量 約37 己 旨 



推奨アクセサリー 

光デジタル接続ケーブル 

ヘッドホン（コード付き） 

RP - CA 2020 A (約2 m ) 

RP - HT 770 

(光ち型プラグ《光角型プラグ） 

(の己日 mm ユこットの高音質） 

RP - CA 2120 A (約2 m ) 

RP - HT 已3己 

(光ち型プラグ《光 S ニプラグ） 

( AV 用己 m □ン グコー ド） 

才ーデイオ接続ピンコード 

交換用イヤーパッド 

RP - CAP 3 G 20 (約2 m ) 

RFX 已3己6 

(ピンプラグ X 2 なピンプラグ X 2) 

(1 個）（左、ちパッド共用） 

RP - CAPM 3 G ] 已（約 1. 已 m ) 

(サービスルート扱い） 

(ステレオ5ニプラグ〇ピンプ 



ラグ X 2) 


故障かな巧 


まな仕様/巧奨アクセサリ— 瑟寸 810 に 



保 IE とアフターサービス 


よくお読みください 


X 修理-お取り扱い-お手入れ 

f などのご相談は… 、 

V まず、お買い上げの販売店へ/ 

お申し付けください / 

転居や贈答品などでお困りの場合は… 

参 修理は、サービス会社-販売会社の「修 
理ご相談窓□」へ！ 

• 使いかた、お買い物などのお問い合わせ 
は、「お客様ご相談センター」へ！ 

保証書（別添付） 

お買い上げ日' 販売店名などの記入をおず確か 
め、お買い上げの販売店からお受け取りくださ 
い。よ<お読みのあと、なをして<ださい。 

イ呆証期間：お買い上げ曰から本体1年間 

■ 捕修用性能部品の保有期間 

当社は、デジタルコードレスサラウン 
ドへッドホンの補修用性能部品を製造 
巧ち切り後已年保ちしています。 

ま）補修用性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品でず。 

修理を巧頼されるとき 

22〜24ぺージの「故障かな!？」に従って 
ご確認のあと、直らないとをは、まず AC ア 
ダプターを巧いて、お買い上げの販売店へ 
ご連絡ください。 

参保証期間中は 

保証書の規定に従って、お買い上げの販売 
店び修理をさせていたださますので、恐れ 
入りますび、製品にな証書を添えてご持参 
ください。 

• 保証期間を過ぎているとをは 

修理すれば使用でさる製品については、ご 
要望により修理させていたださます。 

下記修理料金の仕組みをご参照のラえご相 
談ください。 

• 修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料など 
で構成されていまず。 


技術料 


部品代 
出張料 


は、診断' 故障個所の修理および 
部品交換' 調整-修理完了時の点 
検などの作業にかかる費用でず。 
は、修理に使用した部品および 
補助な料代です。 

は、製品のある場所へ技術ちを 
派遣する場合の費用です。 


ご連絡いたださたい内容 
品名 | ~デジタルコードレスサラウンドヘッドホン 

品番 RP - WH 7000 

お買い上げ曰 年月 曰 

故障の’ •! 犬況 r でさるだけ具体的に 

ご相談窓口における個人情報のお取り扱い 

松下電器産業株式会社およびその関係会社 
は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご 
相談への対応や修理、そのお認などのため 
に利用し、その記録を残すことびあります。 
また、個人情報を適切に管理し、修理業務等 
を委託ずる場合や正当な理由びある場合を除 
を、第兰者に提供しません。お問い合わせは、 
ごネ目談された窓口にご連絡ください。 

「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」 
などはホームページをご活用ください。 
http://panasonic.jp/support/ 


ナショナルパナソニック 

お客様ご相談センター 
3巨己曰/受付日日寺〜20日寺 

胃言舌ミ’％ ル 函0120 -878-365 

■携帯電話* PHS での ご 利用は… 06-6907-1187 


FAX な ;, レ 


函0120 -878-236 


Help desk Tor foreian residents in Japan 
Tol^o (03)3256-5444 Osaka (06)6645-8787 
Open:9:00 -17:30 

(closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 


ナショナルパナソニック 

_ 修理ご相談窓 □ _ 

ナビダイヤル (全国共通番号） 

因 0570-087-087 

• お客様びおかけになった場所から最寄〇 
の修理ご巧説窗□につなびります。呼出 
音の龍こ NTT より通話料金の目まをお巧 
らせします。 

•携帯電話- PHS 等からは最寄りの修理ご 
相談窓□に直接おかけくださし、。 
•最寄りの修理ご相談窓□は、次ページを 
ご覧ください。 
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沖縄 地区 


中部 地区 


九州 地区 


四国 地区 


首都團地区 


中国 地区 


ま 化 地区 


ネし幌 札幌市厚別区厚別南 帯広 帯広市西1 9 条南 
2 T 目 17-7 1 下目 7-1 1 

巧 （01 1 )894-1251 巧 （0155)33-8477 

旭川 化り I 市 2 条通 1 6 T 目 函館 函館市西ち便 

1166 已 89 ま地 24]( 函館 

巧 （0166)22-3011 流通卸センター内） 

巧 (0138)48-6631 


青森 青森市第二問屋町 き城 仙台市き城野区扇町 
3-7-10 7-4-18 

巧 (017)739-9712 巧 (022)387-1 117 

秋田 秋田巿東通り 2 T 目 山お 山形市平清水 1 T 目 
1-7 1 -75 

巧 (050)5519-6348 S (023)641-81 00 

岩手 盛岡市羽場 13 地割 福島 福島県安達那本宮町 
30-3 字南ノ内 6 已 

巧 (019)639-5120 巧 (0243)34-1301 


板木 宇都宮市御幸町 東京 東京都世田谷区宮あ 

1 94-20 2了目26-17 

S (028)689-2555 巧 （03)5477-9780 

群馬 前橋巿箱田町 32 日- 1山梨 甲府市宝 1 T 目 
S (027)254-2075 4-13 

茨城 つくば市概田 2 T 目 S (055)222-51 71 

8-1 巧熟 II 横お市港南区曰野 

巧 （029 旧 64-8756 日 T 目 3-1 6 

埼玉欄1 1市細 2 T 目 ® (045 旧 47-9720 

4-2 新 漏新潟市東巧 ITS 

S (048)728-8960 8-14 

干葉千葉巿中央区 ® (025)286-0171 

星义喜町172 
巧 (043)208-6034 


石り I 石川県石り剛野々市町 名古屋名古 屋市瑞穂区 
稲荷 3 T 目 80 塩入町 8- 10 

巧 (076)294-2683 巧 (052)81 90225 

冨山 實山巿寺島 1298 岐阜 岐阜県本巣郡：!ヒ方町 

巧 (076)432-8705 高屋太子 2 T 目 30 

福井 福井巿開発 4 T 目 巧 (058)323-6010 

112 高山 高山市巧岡町 3 T 目 

巧 （0776)54-5606 82 

長野 お本巿大字を賀 ® (0577)33-061 3 

7600 -7 =重 义居市森町字化谷 

巧 (0263)86-9209 1 日 20-3 

静岡 静岡巿駿河区西島 ® (059)255-1 380 

76 已 

巧 {054)287-9000 


滋賀 守山市勝部 6 T 目 奈良 大和那山市筒井町 

2-1 800 き地 

巧 (077)582-5021 巧 (0743)59-2770 

京都 京都巿伏見区竹田 和歌山 和歌山市中島 4 日日- 1 

中 J 11 原町 71 -4 巧 (073)475-2984 

巧 （075)672-9636 兵庫 神戸巿中央区 
大阪 大販巿化区本庄西 琴ノ緒町 3 T 目 2-6 

]T 目 1-7 巧 (078)272-6645 

巧 (06)6359-6225 


鳥取 鳥取市安長 29 己-] お田 お田市下府町 327-93 
巧 （0857)26-9695 S (0855)22-6629 

米モ 米子巿ホ原 4 T 目 岡山 岡山巿田中 

2-33 138-1 10 

巧の 859)34-21 29 巧 (086)242-6236 

ネ公江 松江巿平成町 広島 広島巿西区南観音 

] 82 番地 14 8 T 目 13-20 

巧 (0852)23-1128 巧 (082)295-5011 

出雲 出雲巿ミ度橋町 416 山 □ 山□県吉敷郡ル郡町 

巧 （0853)21-3133 下郷220-] 

巧 (083)973-2720 


香り I 高松市菊!使町 1 日 2-2 高知 高知市仲田町 2 - 16 
巧 (087 旧 68-6388 巧 (088)834-3142 

徳島 徳島巿沖お目 36愛媛 松山巿±居田町 

〇 (088)624-0253 750-2 

巧 (089)971-3644 


福岡春曰市春曰公園 宮崎き崎市本郷北方 

3 T 目48 字草葉2099 -2 

巧 (092)593-9036 巧 (0985)63-1213 

佐賀佐賀巿鍋島町大字 員!本熊本市健軍本町 12-3 

ノ V 戸 字上深町3044 巧 (096)367-6067 

巧の 952)26-91 51 天草本渡巿港町 18-11 
長崎 長 崎巿東町1949-] 巧 (0969 に 2-31 25 

。の 95 旧 30-1 658 EBj 
大分大分市巧原 4 T 目 1 T 目己-33 

8-3 已 巧 （099)250-5657 

0(097)556-3815 大島 名瀬巿長お町 lo-i 
巧 (0997)53-5101 



所在地、電話番号び変更になることびありまずので、 

あ 5 かじめご了承ください。 0505 
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オーディオ接続ヒ 
オートパワーオ；; 


乾電池の持続時肩 


サラウンド効果'’ 
充電時間と使用 E 

充電端テ . 

ホ外線発光部' ’ 


電ミ也の残量確認' 


左八ウジング'' 
光デジタル接続古 
フ U- アジャスト 
n (へツ ドホン） 


ち八ウジング'' 
S ユーテイングお 


便利メモお 

おぼえのため一 
記入されると E 
便利です ’ 


<し、 



ごンコード . 14 

ノ /オフ機能 . 18 


……19 
……11 
■7,9,1 1 
•■•■7,15 


「ーブル • 
、パンド’ 
端子••… 


. 9 

……13 
.12，18 
. 7 


ATT つまみ . 8，1己 

目 ATT (電池）ふた . 日，1日 

CINEMA . 19 

DC IN 目V端子 .8.10 

DECODE M 日 DE ランプ . 7,16,17 

DIGfTAL ANALOG つまみ .7, 13,16 

DIGrrALINl、2 端子 .8.13 

DIGfTAL 日 UT 端子 .8.13 

DOLBY DIGITAL .17 

DOLBY PRO LOGIC H .17 

DTS .17 

LINE IN 端テ . 8，14 

MPEG-2 AAC.17 

MUSIC .19 

PHONES LEVEL つまみ . 7，18 

POWER/CHARGE ランプ . 7，11 

P 日 WER ランプ .9. 12，1目 

SURROUND ボタン、ランプ…7,16，19 

VOICE . 19 

V日 L つまみ . 日.1日 


5い上げ曰 年 月 


交売店名 


巧 （) 


日品番 RP - WH 7000 

お客様ご相談窓口 


産業株式会社ネットワーク事業グループ 

〒已 7] -8 已04大阪府門真市松生巧1番1已号 
2005 Matsushita Electric Industrial Co., Ltd. ( 松下電器産業株式芸社） 


All Rights Reserved. 
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MO 目日已 TK] 09 己 
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